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近年、パソコンやスマートフォンなどの情報機器の普及により、文字を手で書く機会

が減っているが、日本語教育の現場では書くことが習ったことを定着させる方法として優

れていると考えられ、学習者に手で文字を書かせる機会が多い。しかし、文字や単語の練

習としては熱心に書いても、短作文や作文となると書くことに強い抵抗感を示す学習者が

少なくない。これは、初級段階で習ったことを定着させる方法として「書くこと」は有効

であると考えられているが、作文となると書く内容や表現を考え、さらに、文字を手書き

することを求められるため、特に漢字の読み・書き・語彙力が学習困難点とされる非漢字

圏学習者にとっては負担が大きすぎるためであると考えられる。 

これまでの研究では、文字を書く方法は文章産出過程に大きく影響を与えることが指

摘されているが、学習障害や身体的な障害のある児童、JSL の作文の支援という枠組みで

扱われることが多く、日本語学習者を対象に文字を書く方法の違いによる影響を調べた研

究は少ない。 

手書き以外の方法を用い、日本語学習者の意欲、漢字産出への影響について調べた研

究には坪根・鈴木(1997)、中原・岩下(2019)がある。坪根・鈴木(1997)は電子メールを利

用した作文指導において、電子メールの利用経験のない学生からは大変だったという意見

があったが、電子メールの利用経験のある学生からは漢字を思い出すのに役立った、繰り

返し読んだなど肯定的な意見が得られている。また、中原・岩下(2019)は、中級以上の学

習者にタイピングと筆記で既習漢字語彙を再生する実験的調査を行い、非漢字圏学習者は

手書きによる漢字産出は正答率 34％程度、タイピングによる漢字産出は約 84%であったと

いう結果を得ている。中原・岩下(2019)はこの結果から、非漢字圏学習者は漢字圏学習者

に比べて漢字学習は苦手とすると考えられているが、それは手書きを目的とする場合であ

り、漢字産出方法をタイピングにした場合はその限りではないと考察している。 

これらの先行研究は、学習者がキーボードによる文字入力を利用すると、文字を書くこ

とに対する負担が減らせる可能性を示唆している。しかし、これらは作文における書く方

法の違いに対する意識と、漢字語彙の産出における書く方法の違いによる正答率をそれぞ

れ比較したものであり、手書きの作文と文字入力による作文の質と学習者の意識の違いを

直接的に比較したものではない。 

よって、本研究では学習者の作文に対する意識と作文を書く方法に着目した研究の必

要性を考え、(1)学習者の第一言語と第二言語の作文に対する意識、(2)文字入力を利用し

た場合の学習者の作文に対する意識の変化、(3)文字入力を利用すると、作文の量的な

面、質的な面にどのような影響があるのか、という３点を明らかにすることを目的とし、

非漢字圏の初級学習者を対象に作文に対する意識調査、手書きと文字入力による作文課

題、手書きと文字入力に対する意識調査を行った。 

その結果、本研究の調査対象者の学習者においては、（1）日本語の作文に抵抗感を示

す学習者は母語での作文にも否定的な意識を持っている傾向がある（2）文字入力によっ

て文字を書く負担が軽減し、作文が上手に書けたと感じた場合、文字入力の利用を肯定的

に捉える学習者がいる一方、作文は文字の練習に有効であると考え、文字入力の利用に消

極的な学習者がいる、（3）文字入力によって作文の情報量は増えるが、内容のわかりやす

さや表現の豊かさ、正確さには影響しない。ただし、漢字の使用量や表記の正確さは高ま

る傾向がある、ということがわかった。 
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本研究の調査対象者の人数は６名と限られた人数であったが、非漢字圏の初級学習者

といっても日本語能力や作文に対する意識、文字入力が作文に与える影響は多様であり、

日本語教育の教室においても学習者の状況は多様であることが示唆された。この結果を踏

まえると、初級学習者の作文指導の際には日本語の言語的知識の指導と共に作文そのもの

に興味を持たせる工夫が必要である可能性がある。また、作文に文字入力を取り入れる際

には、文字入力を利用する前に内容や構成を考える十分な時間の設定が必要であり、学習

者の日本語能力やビリーフに合わせて手書きも文字入力も選択可能とすることも必要であ

ろう。また、文字入力の利点を利用できる程度に日本語の言語知識が定着しているか、編

集機能が使いこなせるかなどの見極めも大切であり、不足している場合には指導、練習も

必要であると考えられる。 
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